
第８回日本語教育研究集会 

 

日時 ２０１０年８月９日（月） 

場所 名古屋大学全学教育棟 ４階４０６号室（控え室：４０５号室） 

 

● プログラム 

受付開始： 8：30～ 

研究発表： 9：00～ 9：30  杉村 泰（名古屋大学） 

                日本語の接尾辞「－ぶり（っぷり）」について 

      9：30～10：00  名嶋義直（東北大学） 

                「よね」と「よ」・「ね」 －原始形か複合形か－ 

     10：00～10：30  家田章子（麗澤大学） 

                「～間」「～間に」に前接する動詞についての一考察 

     10：30～11：00  梅木俊輔（東北大学大学院生） 

                エコー型聞き返しに関する考察 

                －発話機能と発話末拍の上昇調の関係を中心に－ 

     11：00～11：30  江ミーシン（広島女学院大学大学院生） 

                「気」の意味研究 －上代を中心に－ 

     11：30～12：00  韓 金柱（東京外国語大学大学院生） 

                日本語教育における「～がる」の扱われ方の現状と課題 

 

     （昼食） 

 

招待講演：13：00～14：00  庵 功雄（一橋大学） 

                日本語教育文法から見た「は」と「が」 

                －産出に結びつく規則化を目指して－ 

 

     14：00～14：30  張 善実（名古屋大学大学院生） 

                V-N 型漢語動詞の自他 －N の意味の限定化をめぐって－ 
     14：30～15：00  古本裕子（名古屋工業大学非常勤）・川口直巳（名古屋大学） 

                日本企業に就職する工学系留学生への「ビジネス日本語」 

                －アジア人財コンソーシアム企業に対するヒアリング調査より－ 

 

     （休憩） 

 

     15：15～15：45  田中香代子（東京学芸大学大学院生） 

                動詞の否定丁寧表現「ません」と「ないです」に関する考察 

     15：45～16：15  リ・ウェイテイ（東京学芸大学大学院生） 

                日中両言語における接尾辞「者（しゃ・もの）」の意味用法について 

                －対照言語学の側面から－ 

     16：15～16：45  鈴木智美（東京外国語大学） 

                留学生の文章産出時における辞書使用 

                －その実態調査の実施に向けて－ 

     16：45～17：15  高橋 暦（名古屋大学大学院生） 

                日本語動詞｢見る｣の機能動詞化による自動詞性の獲得 


